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注意事項の表記方法 
 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う差し

迫った危険が想定される内容を示します。 

 

 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能

性が想定される内容を示します。 

 

 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害

の発生が想定される内容を示します。 

 

 

注意 正しく使用するための注意点の記述です。 
 

 

お知らせ 機器を操作するのに役立つ情報の記述です。 

 

 

 

 

ご注意 
  （１） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。 

  （２） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

  （３） 本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載

もれなどお気づきの点がありましたら、お買い求めの販売店または最寄り

の弊社営業所へご連絡ください。 

  （４） 当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、

（３）項にかかわらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。 

 

   © 2004 株式会社 エー・アンド・デイ 

 株式会社エー・アンド・デイの許可なく複製・改変などを行なうことは

できません。 

 

 Microsoft、Windows、Excel、Word は米国およびその他の国における米国 Microsoft 

Corporation の登録商標または商標です。 
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1. はじめに 
 このたびは、エー・アンド・デイの電子天びん（ＧＸ－Ｋシリーズ、ＧＦ－Ｋシリーズ）用オプションをお買い

求めいただきありがとうございます。オプションの機能を十分に活用していただくため、使用前に本書をよくお

読みください。 
 
 
 

2. オプションの構成 
 ＧＸ－０４Ｋ コンパレータ・接点出力（ブザー付）／ＲＳ－２３２Ｃ／カレントループ出力 
 ＧＸ－０６Ｋ アナログ出力／カレントループ出力 
 

機能・外観の違い 
機 能 

 
ＲＳ－２３２Ｃ

カレント 
ループ出力 

コンパレータ

出力 
アナログ出力 

パネル外観 

標 準 
（ＲＳ－２３２Ｃ） 

◯ × × × 

ＧＸ－０４Ｋ 
コンパレータ出力、 
ＲＳ－２３２Ｃ、 
カレントループ出力 

◯ ◯ ◯ × 

ＧＸ－０６Ｋ 
アナログ出力、 

カレントループ出力 
× ◯ × ◯ 

 
注意 

 ＧＸ－０４ＫとＧＸ－０６Ｋを同時に天びんに組み込むことはできません。 

カレントループは、Passiveタイプなので２０ｍＡを供給できる電源が必要です。ただし、コンパクトプリンタ

：ＡＤ－８１２１Ｂを接続するときは不要です。 

 

 ＧＸ－０４ＫまたはＧＸ－０６Ｋを天びんに組み込んだ場合、防塵・防水構造とはなりません。 

使用時の取り扱いには注意してください。 
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 コンパレータ出力 
 計量値と上下限値との比較結果を接点出力することができる機能です。 
 接点出力は「ＨＩ」、「ＯＫ」、「ＬＯ」の３本があります。 
 比較結果によるブザーの鳴動を選択できます。 

 
 アナログ出力 
 アナログ出力モードは、計量値の指定桁を電圧に変換する方法と、ゼロからひょう量の範囲で計量値を電圧に変

換する方法があります。 
 出力電圧範囲は、０～１Ｖまたは、０.２Ｖ～１Ｖをオプションパネルのスライドスイッチ（０Ｖ～／０.２Ｖ～）

で切り替えることができます。出荷時は０～１Ｖの設定になっています。 
 
 ＲＳ－２３２Ｃインタフェースは、主にプリンタやコンピュータと接続できます。コンピュータからのコマンド

により次の操作ができます。 
  天びんの測定値の出力   天びんの設定値入力 
  天びんの制御   天びんの設定値参照 
 
 カレントループは、データを出力する出力専用インタフェースです。主にプリンタインタフェースとして

使用します。 
 

 ＲＳ－２３２Ｃ及びカレントループにはＧＬＰに対応した天びんの管理をするためのデータ出力書式を用意し

ています。（天びん本体取扱説明書を参照） 
 
 
 

2-1. 付属品 
 

 ＧＸ－０４Ｋ ........ＤＩＮコネクタ（プラグ）（１個）.............................. 
本取扱説明書（１冊） 

 
 ＧＸ－０６Ｋ ........ＤＩＮコネクタ（プラグ）（１個）.............................. 

調整用ドライバ（１本）................................................. 
本取扱説明書（１冊） 
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3. 天びんの内部設定 
 内部設定は、天びんの動作方法を指定する項目を更新・閲覧する機能です。ＧＸ－０４Ｋ、ＧＸ－０６Ｋ

を使用する場合は、天びんの内部設定により天びん動作を指定します。設定値は、ＡＣアダプタを抜いて

も記憶されていて、更新するまで有効です。 
 内部設定のメニュー構造は、下図の例のように分類項目と設定項目の２層からなり、各設定項目には一つ

の設定値が登録されています。各設定項目で有効になる設定値は、最後に表示した設定値です。変更した

設定値が天びんの動作に反映されるのは、  PRINT  キーを押した後です。 
 

設定例とメニュー構造 「データメモリ機能」を「計量データを記憶」に設定し、 
 「インターバル時間」を「１分毎」に設定する例。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意 設定と使用条件（使用環境）によっては正しく動作しない場合がありますので、変更内容を確かめて変更し

てください。 
 

3-1. 内部設定の表示と操作キー 

 
「〇」マークは現在有効になっている設定値に表示されます。 

 

計量表示で押し続けると内部設定メニューに入ります。（分類項目を表示） 
分類項目または、設定項目を選択します。 

 
設定値を変更します。 

 

分類項目から設定項目に入ります。 
設定値を登録し、次の分類項目に進みます。 

 

設定項目を表示中は、設定をキャンセルし次の分類項目に進みます。 
分類項目を表示中は、内部設定を終了し、計量表示になります。 
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3-2. 項目一覧 
 

分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 
 0 
 1 Cond 

応答特性 
 2 

応答が速い、振動に弱い FAST 
 MID. 
応答が遅い、安定した表示 SLOW

環境設定で変更できる。 
ホールド機能オン(Hold 1)の時、 
平均化時間の設定と兼用。 

 0 
 1 5t-b 

安定検出幅 
 2 

厳密に判定 （±1 デジット）

 
緩やかな判定 （±3 デジット）

一定時間内の計量表示の変動幅が基準
値以下なら安定マークを表示。ホール
ド機能オン(Hold 1)の時、平均化時間
の設定と兼用。 

 0 オフ Hold 
ホールド機能  1 オン 

動物計量時、安定時に表示をﾎｰﾙﾄﾞする

機能。ｵﾝ時  ANIMAL  点灯。 

 0 オフ 
 1 通常 

 2 少し強い 

trc 
ゼロトラック 

 3 強い 

ゼロ点を追尾して表示をゼロに保
つ機能。 

 0 5 回/秒 5pd 
表示書換周期  1 10 回/秒 

表示の更新周期。 

 0 ． （ポイント） pnt 
小数点  1 ， （カンマ） 

小数点の形状。 

 0 オフ p-on 
オートパワーオン  1 オン 

ＡＣアダプタを接続すると計量モード
からスタートする。 

 0 オフ poff 
オートパワーオフ  1 オン（１０分） 

１０分間操作しないと、自動的に表示
オフする。 

 0 オフ g5i 
ひょう量インジケータ  1 オン 

ひょう量インジケータ 
 ゼロ 0 ％ 
 ひょう量 100 ％ 

 0 オフ add 
加算機能  1 オン 

正味の合計を表示および出力する
機能。 

 0 最小表示桁を表示する 

ba5fnc 
環境･表示 

rng 
計量スタート時の最小表示  1 最小表示桁を表示しない 

計量スタート時に最小表示桁を表
示する・表示しないを選択。 

Cl adj 
時計  

天びん本体の取扱説明書「８．内部設定」の

「時刻・日付の確認 と設定方法」を参照。

時刻・日付の確認・調整をする。 
時刻・日付は、ＧＬＰ出力時や 
データ出力時に使用されます。 

 0 比較しない 
 1 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を除く） 
 2 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を含む） 
 3 常に比較する（ゼロ付近を除く） 

Cp 
コンパレータモード 

 4 常に比較する（ゼロ付近を含む） 
 0 上下限値を設定する Cp Hi と Cp lo を選択できます。 Cpin 

データ入力方法  1 基準値を設定する Cp ref と Cp lm t を選択できます。

 0 オフ Cp-r 
比較結果の付加  1 オン 

RS-232C の出力データに、比較結果を
付加できます。A&D 標準フォーマット
(5if type 0)で使用してください。 

 0 オフ Cp-b 
拡大表示機能  1 オン 

コンパレータ使用時にＬＯ、ＯＫ、ＨＩ
を計量値表示部に大きく表示する。 

 0 オフ bep  
ＬＯブザー  1 オン 

ＬＯ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

 0 オフ bep  
ＯＫブザー  1 オン 

ＯＫ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

 0 オフ 

Cp fnc 
コンパレータ 

bep  
ＨＩブザー  1 オン 

ＨＩ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

  はＧＸ－Ｋシリーズ用です。  は出荷時設定です。 「デジット」は最小表示の単位。 

GX-04K 装
着時のみ表
示します。 
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分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 
Cp Hi 
上限値の設定 

Cp lo 
下限値の設定 

｢上下限値の設定方法｣を参照。 Cpin 0 を選択したとき 
表示します。 

Cp ref 
基準値の設定 

Cp lmt 
基準値からの許容範囲の設定 

｢上下限値の設定方法｣を参照。 Cpin 1 を選択したとき 
表示します。 

 0 キーモード 安定表示のとき  PRINT  キーで

記憶またはデータ出力する。 

 1 
オートプリント Ａモード 
（基準＝ゼロ点） 

ゼロ点からap-pとap-b 
による範囲を越え安定表示したと

き記憶または出力する。 

 2 
オートプリント Ｂモード 
（基準＝前回の安定値） 

基準よりap-pとap-b 
による範囲を越え安定表示したと

き記憶または出力する。 

prt 
データ出力モード 

 3 
ストリームモード／ 
 インターバルメモリモード 

data 0のとき連続してデータを出

力する。／data 2のときｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾒ

ﾓﾘを使用する。 
 0 プラスのみ 表示が基準より大きい。 

 1 マイナスのみ 表示が基準より小さい。 
ap-p 
オートプリント極性 

 2 両極性 基準との大小に関係なく。 
 0 １０デジット 

 1 １００デジット 
ap-b 
オートプリント幅 

 2 １０００デジット 
基準と表示との差分を指定。 

 0 使用しない 
 1 単位質量を記憶 
 2 計量データを記憶 
 3  校正履歴を記憶 
 4 コンパレータ設定値の記憶 

data 
不揮発メモリ 

 5 風袋値の記憶 

関連設定 prt、int、d-no、 
5-td、info 

 0 表示書き換え毎 
 1 ２秒毎 
 2 ５秒毎 
 3 １０秒毎 
 4 ３０秒毎 
 5 １分毎 
 6 ２分毎 
 7 ５分毎 

int 
インターバル時間 

 8 １０分毎 

インターバルメモリモードを使用

するときのインターバル時間を設

定する。 
（prt 3、data 2のときの設定）

 0 データナンバ出力しない d-no 
データナンバ付加  1 データナンバ出力する 

 

 0 時刻・日付を出力しない 
 1 時刻出力する 
 2 日付出力する 

5-td  
時刻・日付付加 

 3 時刻・日付出力する 

計量データ出力時の時刻・日付の

出力の選択。出力される時刻・日

付の確認・設定は天びん本体の取

扱説明書を参照してください。 
 0 ＩＤナンバ出力しない 

dout 
データ出力 

5-id 
ＩＤナンバ付加  1 ＩＤナンバ出力する 

データ出力時のＩＤナンバの出力

の選択。 
  はＧＸ－Ｋシリーズ用です。  は出荷時設定です。 「デジット」は最小表示の単位。 
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分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 
 0 空けない pU5e 

データ出力間隔  1 １.６秒空ける 
出力の間隔を選択します。 

 0 行わない at-f 
オートフィード  1 行う 

データ出力後の自動紙送りの 
選択。 

 0 出力しない 
 1 ＡＤ－８１２１フォーマット 

info  
ＧＬＰ出力 

 2 汎用フォーマット 

ＧＬＰに関する出力方法の選択。ＧＬＰ出

力にともなう時刻・日付の設定は天びん本

体の取扱説明書を参照してください。 
 0 行わない 

dout 
データ出力 

ar-d 
ﾃﾞｰﾀ出力後のｵｰﾄﾘｾﾞﾛ  1 行う 

データ出力後、自動でリゼロを 
かける機能。 

 0  ６００ｂｐｓ 
 1  １２００ｂｐｓ 
 2  ２４００ｂｐｓ 

 3  ４８００ｂｐｓ 
 4  ９６００ｂｐｓ 

bp5 
ボーレート 

 5 １９２００ｂｐｓ 

 

 0 ７ビットＥＶＥＮ 
 1 ７ビットＯＤＤ 

btpr 
ビット長、パリティ 

 2 ８ビットＮＯＮ 
 

 0 ＣＲ ＬＦ Crlf 
ターミネータ  1 ＣＲ 

ＣＲ：ASCII  0Dh コード 
ＬＦ：ASCII  0Ah コード 

 0 Ａ＆Ｄ標準フォーマット 
 1 ＤＰフォーマット 
 2 ＫＦフォーマット 
 3 ＭＴフォーマット 
 4 ＮＵフォーマット 

type 
データフォーマット 

 5 ＣＳＶフォーマット 

天びん本体の取扱説明書の 
｢データフォーマットの解説｣ 
を参照。 

 0 制限なし t-Up 
コマンドタイムアウト  1 1 秒間の制限あり 

コマンド受信中の待ち時間 
を選択。 

 0 出力しない erCd 
ＡＫ、エラーコード  1 出力する 

ＡＫ：ASCII  06h コード 

 0 制御しない 

5if 
シリアルイン 
タフェース 

Ct5 
CTS、RTSの制御  1 制御する 

ＣＴＳ、ＲＴＳの制御。 

 0 水温入力 d5 fnc 
密度計機能 

ldin 
液体密度入力方法  1 密度直接入力 

単位登録で比重計を登録した時のみ表

示します。 
 g グラム 
 kg キログラム 
 pcs 個数 
 % パーセント 
  カラット 
  もんめ 

Unit 
単位（モード）登録 

  比重計 

天びん本体の取扱説明書の 
「単位登録の解説」を参照。 

   は出荷時設定です。 「デジット」は最小表示の単位。 
 
注意 ボーレートや計量データに付加するデータ（日付、時刻、ＩＤナンバ等）の有無によっては、表示書換毎の

データを全て出力できない場合があります。 
 
 



 8 

 
 

分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 
C5 in  
内蔵分銅値補正 

天びん本体の取扱説明書の 
｢６.キャリブレーション」を参照。 

「機能選択」と関連します。 
通常、表示しません。 

 0 ２桁出力 
 1 ３桁出力 
 2 ネットフルスケール出力 

an 
アナログ出力方法 

 3 グロスフルスケール 
 0 １桁目 

 1 ２桁目 
 2 ３桁目 
 3 ４桁目 
 4 ５桁目 

aout 
アナログ出力 

5el 
出力桁選択 

 5 ６桁目 

 GX-06K装着時に表示します。

詳細は「6-3. 内部設定」を参照

してください。 

id 
ＩＤ番号の設定 

天びん本体の取扱説明書の 
｢９．ＧＬＰとＩＤナンバ｣を参照。  

  はＧＸ－Ｋシリーズ用です。  は出荷時設定です。 「デジット」は最小表示の単位。 
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4. コンパレータ出力（ＧＸ－０４Ｋ） 
 コンパレータ出力は、計量値と予め設定された上下限値を比較し、その比較結果を接点に出力します。 

また、接点が「ショート」しているときブザーの鳴動が可能です。 
 

4-1. 取付方法 
ＧＸ－０４Ｋは以下の手順で取り付けてください。 

 

１． ２つのネジを外して、標準装備のＲＳ－２３２Ｃボードを外します。 

 

２． ＲＳ－２３２Ｃボードから２本のケーブルを外します。 

 ロック付きのコネクタなので外す時は注意してください。 

 ケーブルは無理に引っ張らないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． ＧＸ－０４Ｋボードに２本のケーブルをコネクタに差し込みます。 

 

４． ゴムパッキンを間に入れて、ＧＸ－０４Ｋを天びんに差し込みます。 

 ＧＸ－０４Ｋのパネルをネジ止めします。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

  ＧＸ－０４Ｋを差し込むときに、ボードの上下の向きに注意してください。 

  スイッチ（Ｓ１）の位置はどちらでもかまいません。 

  ゴムパッキンは、深い溝がある面が天びん側です。 

 

 

手順２ 

手順１ 

ＲＳ－２３２Ｃボード

ケーブル

ゴムパッキン 

ネジ

ロック付きコネクタ

手順３ 

手順４ 

ＧＸ－０４Ｋボード

ゴムパッキン 

コネクタ

ケーブル

ネジ

スイッチ（Ｓ１）
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4-2. コンパレータ出力（ＧＸ－０４Ｋ）の仕様 
 最大接点電圧 ＤＣ１００Ｖ 
 最大接点電流 ＤＣ１００ｍＡ 
 最大接点抵抗 ２０Ω 
 
 コンパレータ出力の判定条件［（上限値）≧（下限値）のとき］ 
 （計量値）＞（上限値）のとき...................................ＨＩのコンパレータ出力をショートします。 
 （上限値）≧（計量値）≧（下限値）のとき............ＯＫのコンパレータ出力をショートします。 
 （計量値）＜（下限値）のとき...................................ＬＯのコンパレータ出力をショートします。 
 
 基準値の設定 天びん本体の上限値、下限値をデジタル、またはサンプル荷重で入力。 
 接点出力 天びん本体の内部設定 Cp にて比較の有無を選択。 
 ブザー 天びん本体の内部設定 bep にて鳴動の有無を選択。 
 
 

外観図 回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピン配置 
ピンＮｏ． 内 容 

１ ＨＩ（コンパレータ） 
２ ＣＯＭ（コンパレータ） 
３ 発信ループ（カレントループ） 
４ ＬＯ（コンパレータ） 
５ 発信ループ（カレントループ） 
６ ＯＫ（コンパレータ） 
７ 無接続 
外周 ケース・グランド 

 ３ピン、５ピンのカレントループの詳細についていは、16ページを参照してください。 
 

ＨＩ

ＯＫ

ＬＯ
ＣＯＭ 

ＨＩ

ＯＫ

ＬＯ 
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4-3. 使用方法 
コンパレータ出力を使用するためには次の４ステップを行う必要があります。 

１ ＧＸ－０４Ｋと周辺機器を接続してください。 

２ 天びん本体の内部設定 Cp fnc を設定してください。（設定方法については「3．天びんの内部設定」を参照してください） 

３ 上限値、下限値を設定してください。（設定方法については次の「上下限値の設定方法」を参照してください） 

４ 計量すると比較結果を出力します。 

ＯＫ の場合は、計量値が上限値以下かつ下限値以上のとき、コン

パレータ出力がショートとなります。 

コンパレータ出力 ＬＯ ＯＫ ＨＩ 
(上限値) ＜ (計量値) ｵｰﾌﾟﾝ  ｼｮｰﾄ 

(下限値) ≦ (計量値) ≦ (上限

値) 
 ｼｮｰﾄ  

(計量値) ＜ (下限値) ｼｮｰﾄ  ｵｰﾌﾟﾝ 

 ブザーは、接点出力が「ショート」したとき、内部設定 Cp fnc 内の bepの設定で鳴動可能です。 

注意 上限値の設定は下限値の値以上にしてください。 
 

コンパレータ出力 
分類項目 設定項目 設定値 内容・用途 

 0 比較しない 
 1 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を除く） 
 2 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を含む） 
 3 常に比較する（ゼロ付近を除く） 

Cp 
コンパレータモード 

 4 常に比較する（ゼロ付近を含む） 
 0 上下限値を設定する Cp Hi と Cp lo を選択できます。 Cpin 

データ入力方法  1 基準値を設定する Cp ref と Cp lm t を選択できます。

 0 オフ Cp-r 
比較結果の付加  1 オン 

RS-232C の出力データに、比較結果を
付加できます。A&D 標準フォーマット
(5if type 0)で使用してください。 

 0 オフ Cp-b 
拡大表示機能  1 オン 

コンパレータ使用時にＬＯ、ＯＫ、 
ＨＩを計量値表示部に大きく表示 
する。 

 0 オフ bep  
ＬＯブザー  1 オン 

ＬＯ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

 0 オフ bep  
ＯＫブザー  1 オン 

ＯＫ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

 0 オフ 

Cp fnc 
コンパレータ 

bep  
ＨＩブザー  1 オン 

ＨＩ時、ブザーを鳴らさない・鳴らす
の選択。 

Cp Hi 
上限値の設定 

Cp lo 
下限値の設定 

｢上下限値の設定方法｣を参照。 Cpin 0 を選択したとき 
表示します。 

Cp ref 
基準値の設定 

Cp lmt 
基準値からの許容範囲の設定 

｢上下限値の設定方法｣を参照。 Cpin 1 を選択したとき 
表示します。 

   は出荷時設定です。 

ＬＯ ＯＫ ＨＩ

下限値

上限値

ｼｮｰﾄ 

ｼｮｰﾄ

ｼｮｰﾄ

計量値 

GX-04K 装
着時のみ表
示します。 
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4-4. 上下限値の設定方法 
 コンパレータの結果はHI OK LOで表示します。比較の適用範囲には次の５種類があります。 
  「比較しない」 
  「安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を除く）」 
  「安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を含む）」 
  「常に比較する（ゼロ付近を除く）」 
  「常に比較する（ゼロ付近を含む）」 
 比較の基準には「上限値と下限値」と「基準値と許容範囲」があります。 
 各値の入力方法には「デジタル入力」と「サンプル荷重による入力」があります。 
 内部設定  Cp fnc  を参照してください。 
 ゼロ付近とは、最小表示の±１０デジット以内です。例 ＧＸ－２０Ｋでグラム表示の場合、±１.０ｇ以内が

ゼロ付近です。 
 
 

設定例１ 安定時・オーバ時に比較する（ゼロ付近を除く）上下限値 
比較方法の選択（適用範囲と比較基準、値の入力） 
１  SAMPLE  キーを押し続けて内部設定モードの  ba5fnc  を表示させます。 

２  SAMPLE  キーを数回押して、 Cp fnc  の表示にします。 

３  PRINT  キーを押します。 

４  RE-ZERO  キーを数回押して、 Cp 1   の表示にします。 

５  SAMPLE  キーを押して  Cpin  の表示にします。 

６  RE-ZERO  キーを数回押して、 Cpin 0  の表示にします。 

７  PRINT  キーを押すと、選択した方法を登録します。 

８  Cp Hi  を表示しているとき、 PRINT  キーを押すと、現在設定されている値を確認できます（全点滅）。 

 設定値を変更する必要がない場合は  PRINT  または  CAL  キーを押してください。 

 設定値を変更する場合、次のキーで登録してください。 

   RE-ZERO  キーを押すと、デジタルモードに入ります。 

   MODE  キーを押し続けると、デジタル登録モードと荷重登録モードが切り替わります。 

 デジタル登録モード 

    SAMPLE  キー........点滅する桁を移動します。 

    RE-ZERO  キー......点滅する桁の値を変更します。 

    MODE  キー............極性反転します。 

    PRINT  キー............登録し、手順９へ進みます。 

    CAL  キー................キャンセルし、手順９へ進みます。 

 荷重登録モード 

   RE-ZERO  キーを押すと、 0.0 g  を表示します。上限値の重さのサンプルを天びんに載

せ、 PRINT  キーを押します。（上限値を登録します。） 
 
９  Cp lo  を表示します。設定方法は手順８を参照し、デジタルまたは荷重登録モードにて行ってください。 

１０  CAL  キーを押すと、計量表示に戻ります。 
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設定例２ ゼロ付近も含め常に比較、基準値・許容範囲 
比較方法の選択（適用範囲と比較基準、値の入力） 
１  SAMPLE  キーを押し続けて内部設定モードの  ba5fnc  を表示させます。 

２  SAMPLE  キーを数回押して、 Cp fnc  の表示にします。 

３  PRINT  キーを押します。 

４  RE-ZERO  キーを数回押して、 Cp 4   の表示にします。 

５  SAMPLE  キーを押して、 Cpin   の表示にします。 

６  RE-ZERO  キーを数回押して、 Cpin 1  の表示にします。 

７  PRINT  キーを押すと、選択した方法を登録します。 

８  Cp ref  を表示しているとき、  PRINT  キーを押してください。 

現在設定されている値を表示します（全点滅）。 

  設定値を変更する必要がない場合  PRINT  または  CAL  キーを押してください。 

  設定値を変更する場合  RE-ZERO  キーを押してください。設定値の変更は「設定例１の手順８」

を参照しデジタルまたは荷重登録モードにて行ってください。 

９  Cp lmt  を表示しているとき、 PRINT  キーを押すと、現在設定されている値を表示します。設定値を変

更する場合は、次のキーで許容範囲を登録できます。許容範囲は基準値を１００％とする値で入力します。

設定値の変更は「設定例１の手順８」のデジタル登録モードで行ってください。 

１０  CAL  キーを押すと、計量表示に戻ります。 

 

 
 

4-5. コンパレータ出力の使用例 
 コンパレータライトＡＤ－８９５１（別売品）を使用した例です。天びんの比較結果を外部ライト（赤／緑／橙）

に表示します。 
 
１ 天びんとコンパレータライトをケーブルＡＸ－ＫＯ５０７－Ｗ２００（別売品）で接続します。 
 
２ 天びん本体の内部設定 Cp fncを次のように設定します。 

 Cp 3 常時比較結果を比較する。（ゼロ付近を除く） 

 Cpin 0 上下限値を入力する。 

 bep  1 ＬＯでブザーを鳴らす。 

 bep  0 ＯＫでブザーを鳴らさない。 

 bep  1 ＨＩでブザーを鳴らす。 
 
３ 次のように上下限値を設定します。 

 Cp Hi １０１０.０ｇ（上限値） 

 Cp lo  ９９０.０ｇ（下限値） 
 
４ ・ 計量値が ９００.０ｇのとき、「橙」ライトが点灯し、ブザーが鳴ります。 

 ・ 計量値が１０００.０ｇのとき、「緑」ライトが点灯します。 

 ・ 計量値が１１００.０ｇのとき、「赤」ライトが点灯し、ブザーが鳴ります。 

ＡＸ－ＫＯ５０７－Ｗ２００

ＨＩ 赤

ＯＫ 緑

ＬＯ 橙

ＧＸ－０４Ｋ 

コンパレータライト
ＡＤ－８９５１ 
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5. シリアル出力 

5-1. ＲＳ－２３２Ｃ（ＧＸ－０４Ｋ）の仕様 
Ｄ－Ｓｕｂ２５ピン番号 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ－Ｓｕｂ２５ピン配置 
ピンＮｏ． 信号名 インタフェース種類 方向 意 味 

１ ＦＧ  － フレーム グラウンド 
２ ＲＸＤ ＲＳ－２３２Ｃ 入 受信データ 
３ ＴＸＤ ＲＳ－２３２Ｃ 出 送信データ 
４ ＲＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ 入 送信要求 
５ ＣＴＳ ＲＳ－２３２Ｃ 出 送信許可 
６ ＤＳＲ ＲＳ－２３２Ｃ 出 データセットレディ 
７ ＳＧ ＲＳ－２３２Ｃ､外部接点入力 － シグナル グラウンド 
１８ ＰＲＩＮＴ 外部接点入力 入 ＰＲＩＮＴ入力 
１９ ＲＥ－ＺＥＲＯ 外部接点入力 入 ＲＥ－ＺＥＲＯ入力 
他 － － － Ｎ．Ｃ． 

 

ＲＳ－２３２Ｃ 
本機はＤＣＥです。パソコン（ＤＴＥ）とはストレートケーブルで接続します。 
 伝送方式 ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
 伝送形式 調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
 データ転送レート １０回／秒または５回／秒（表示書換と同じ回数／秒） 
 信号形式 ボーレート ６００，１２００，２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
  データビット ７ビット または ８ビット 
  パリティ ＥＶＥＮ、ＯＤＤ （データ長 ７ビット） 
   ＮＯＮＥ （データ長 ８ビット） 
  ストップビット １ビット 

（送信時２ビット付加、受信時１ビットです。 
パソコン等の設定は、１ビット、２ビットのいずれでも動作します。） 

  使用コード ＡＳＣＩＩ 
 
  １キャラクタのフォーマット 
 
 
 

M2.6（ミリネジ）

スタートビット 
データビット

パリティビット 
ストップビット 

－５Ｖ ～ －１５Ｖ 

＋５Ｖ ～ ＋１５Ｖ 
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外部接点入力 

外部入力使用方法 
 １８ピン、１９ピンそれぞれを７ピンに１００ｍｓ

以上ショートさせると、パネルの  PRINT  キー、

  RE-ZERO  キーと同じ操作ができます。 
 

別売品 
 外部入力用コネクタ： ＡＸ－ＨＤＢ－２５Ｐ／ＣＴＦ 
 フットスイッチ： ＡＸ－ＳＷ１２８ 
 
 
 
 
 
 
 
 

天びん側
（ＤＣＥ）

パソコン側
（ＤＴＥ）

天びんの内部
パソコン
の端子例

＋５Ｖ 

専用コネクタ 
ＡＸ－ＨＤＢ－２５Ｐ

コネクタカバー 
ＡＸ－ＨＤＢ－ＣＴＦ

フットスイッチ 
ＡＸ－ＳＷ１２８ 

使用例 

天びんの内部

 PRINT  キー 

 RE-ZERO  キー

フットスイッチ等
によるキーの例 
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5-2. カレントループ出力（ＧＸ－０４Ｋ/ＧＸ－０６Ｋ）の仕様 
 伝送方式 ２０ｍＡカレントループ（Ｐａｓｓｉｖｅ） 
 伝送形式 調歩同期式（非同期）、片方向（天びんからの出力のみ） 
 信号形式 ボーレート ６００，１２００，２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
  データビット ７ビット または ８ビット 
  パリティ ＥＶＥＮ、ＯＤＤ （データ長 ７ビット） 
   ＮＯＮＥ （データ長 ８ビット） 
  ストップビット １ビット 
  使用コード ＡＳＣＩＩ 
 
  １キャラクタのフォーマット 
 
 
 
 
 
  カレントループを使用するためには、ＤＣ２０ｍＡを供給できる外部電源が必要です。 
  カレントループの最大定格電圧は２５Ｖです。 

 注意 ボーレート４８００ｂｐｓ以上では正しく通信できない場合があります。 

 
 

回路 
 
 
 
 
 
 

ピン配置 
 ＧＸ－０４Ｋ ＧＸ－０６Ｋ 

ピンＮｏ． 内 容  ピンＮｏ． 内 容 
１ ＨＩ  １ 無接続 
２ ＣＯＭ  ２ アナログＧＮＤ 
３ 発信ループ（カレントループ）  ３ 発信ループ（カレントループ） 
４ ＬＯ  ４ 無接続 
５ 発信ループ（カレントループ）  ５ 発信ループ（カレントループ） 
６ ＯＫ  ６ 無接続 
７ 無接続  ７ アナログ出力 
外周 ケース  外周 ケース 

 
 ＧＸ－０４Ｋの１ピン、２ピン、４ピン、６ピンのコンパレータ出力の詳細についていは、10ページを参照し

てください。 
 ＧＸ－０６Ｋの２ピン、７ピンのアナログ出力の詳細についていは、27ページを参照してください。 
 

スタートビット 
データビット

パリティビット 
ストップビット 

２０ｍＡ 

 ０ｍＡ 

カレントループ出力 

外周 

発信ループ 
（カレントループ）

発信ループ 
（カレントループ）

３ピン 

５ピン 



 17 

 

5-3. ＡＤ－８１２１Ｂプリンタとの接続 
 ＡＤ－８１２１Ｂを接続し、データをプリントする場合、天びんの内部設定を次のようにしてください。 
 

分類項目 設定項目 出荷時
設定値

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 1 の場合

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 2 の場合 

ＡＤ－８１２１Ｂ
MODE 3 の場合

prt 
データ出力モード 0 0､1､2 3 0､1､2 

ap-p 
オートプリント極性 0 

ap-b 
オートプリント幅 1 

注１ 設定不要 注１ 

5-id 
ＩＤナンバ付加 0 0 0 0､1 

d-no 
データナンバ付加 0 0 0 0､1 

5-td 
時刻・日付付加 0 0 0 0､1､2､3 

pU5e 
データ出力間隔 0 0 0 0､1 注２ 

dout 
データ出力 

at-f 
オートフィード 0 0 0 0､1 

bp5 
ボーレート 2 2 2 2 

btpr 
ビット長、パリティ 0 0 0 0 

Crlf 
ターミネータ 0 0 0 0 

type 
データフォーマット 0 0 0 1 

5if 
シリアルイ

ンターフェ

イス 

Ct5 
CTS、RTSの制御 0 0 0 0 

 
注１ データ出力モードがオートプリントモード（ prt 1 または prt 2 ）のとき設定してください。 
注２ ＩＤナンバ付加などで複数行を印字する場合、設定を 1 にしてください。 

 
 ＡＤ－８１２１Ｂの設定 

モード ＡＤ－８１２１Ｂ 
デップスイッチ 説明 

MODE 1 
 

データ受信時に印字 
標準モード、統計演算モード 

MODE 2 
 

 DATA  キー、内蔵タイマにより印字 
標準モード、インターバルモード、チャートモード 

MODE 3 
 

データ受信時に印字 
ダンププリントモード（連続的な印字） 

 
 デップスイッチ３は非安定データの扱い デップスイッチ４はデータ入力仕様 

 ＯＮ 非安定データを印字する。  ＯＮ カレントループでデータ入力。 
 ＯＦＦ 非安定データを印字しない。  ＯＦＦ ＲＳ－２３２Ｃでデータ入力。 

 プリントサンプルは天びん本体の取扱説明書の「ＧＬＰとＩＤナンバ」を参考にしてください。 
 ＧＦ－Ｋシリーズは日付･時刻を出力できません。ＡＤ－８１２１Ｂのカレンダー機能を使用してください。 

 ＧＦ－Ｋシリーズは校正履歴をデータメモリに記憶できません。 
 

 ＡＤ－８１２１Ｂの主な特徴 
 小型、軽量 
 統計演算機能、カレンダ・時計機能、インターバル印字機能

（５秒～３０分の一定時間毎に印字）、チャート印字機能 
（指定の２桁をグラフ形式で印字）、ダンププリントモード 

 ５×７ドット、１６文字／行 
 ＡＸ－ＰＰ１４３（４５mm幅×５０mm長、φ６５mm）を使用 
 ＡＣアダプタまたはアルカリ乾電池を使用 
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5-4. データ出力の解説 
 天びんの内部設定「データ出力モード（prt）」は、データメモリ機能（「不揮発メモリ（data）」を「計

量データを記憶」にする）での動作と、ＲＳ－２３２Ｃへデータを出力するときの動作に適用されます。 

キーモード 
 安定マークを表示しているとき、 PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）します。 
 このとき表示を１回点滅させ出力（または記憶）したことを知らせます。 

必要な設定  dout prt 0 キーモード 

オートプリント Ａモード 
 計量値が基準の「ゼロ表示」より「オートプリント極性」と「オートプリント幅」で指定した範囲を越え、

かつ安定マークを表示したとき、計量値を１回出力（または記憶）します。また、安定マークを表示してい

るとき、 PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）します。このとき表示を１回点滅させ出

力（または記憶）したことを知らせます。 
使用例  「データ出力後のオートリゼロを有効にする（ ar-d 1 ）」に設定し、サンプルを追加

する毎に計量値を自動的に出力する。（または、サンプルを取り去る毎に計量値を自動

的に出力する。） 
必要な設定  dout prt 1 Ａモード 
 dout ap-p オートプリント極性 
 dout ap-b オートプリント幅 
 dout ar-d 1 データ出力後のオートリゼロ 

 

オートプリント Ｂモード 
 計量値が基準の「直前の安定マークを表示した値」より「オートプリント極性」と「オートプリント幅」で

指定した範囲を越え、かつ安定マークを表示したとき、計量値を１回出力（または記憶）します。 
 また、安定マークを表示しているとき、  PRINT  キーを押すと計量値を１回出力（または記憶）しま

す。このとき表示を１回点滅させ出力（または記憶）したことを知らせます。 
使用例  サンプルを追加しながら計量値を自動的に出力する。 
必要な設定  dout prt 2 Ｂモード 
 dout ap-p オートプリント極性 
 dout ap-b オートプリント幅 

 

ストリームモード 
 表示が安定するしないに関わらず表示書き換えごとに計量値を出力します。このモードでは表示の点滅は行いま

せん。データメモリ機能（「不揮発メモリ（data）」を「計量データを記憶」にする）を使用しているときは

インターバルメモリモードになります。 
使用例  パソコンで計量値を常時モニタする。 
必要な設定  dout prt 3 ストリームモード 
 dout data 0 データメモリを使用しない 
 ba5fnc 5pd 表示書換周期 
 5if bp5 ボーレート 

注意 ボーレートや計量データに付加するデータ（日付、時刻、ＩＤナンバ等）の有無によっては、表示書換毎の

データを全て出力できない場合があります。 
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インターバルメモリモード 
 定期的に計量データをメモリに記憶します。 

使用例  パソコンを占有せずに定期的に計量し記録し、一括出力する。 
 ＧＸ－Ｋシリーズには5-tdで時刻・日付をつけられます。 

必要な設定  dout prt 3 インターバルメモリモード 
 dout data 2 データメモリを使用する 
 dout int インターバル時間 

 

 

 

 

 

5-5. データフォーマットの解説 
 天びんの内部設定「5if typeデータフォーマット」による計量データの出力フォーマットと計量データに付加

されるデータフォーマットの解説です。 
 

Ａ＆Ｄ標準フォーマット 5if type 0 
 周辺機器と接続する標準フォーマットです。コンパクトプリンタ：ＡＤ－８１２１ＢはMODE1、MODE2を使

用します。 
 １データは１５文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 最初に２文字のヘッダがあり、データの種類・状態を示します。 
 データは符号付きで、上位の不要なゼロも出力します。 
 データがゼロのとき、極性はプラスです。 
 単位は３文字で表します。 

 
 
 
 
 
 
 

ＤＰフォーマット（ダンプ プリント） 5if type 1 
 コンパクトプリンタ：ＡＤ－８１２１ＢはMODE3を使用します。 

 １データは１６文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 計量オーバ以外は最初に２文字のヘッダがあり、データの種類・状態を示します。 
 計量オーバでもゼロでもない計量値には、数値の前に極性が付きます。 
 データの上位の不要なゼロはスペースになります。 
 単位は３文字で表します。 
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ＫＦフォーマット 5if type 2 
 カールフィシャー水分計用フォーマットです。 

 １データは１４文字（ターミネータを含まず）固定です。 
 ヘッダはありません。 
 計量オーバでもゼロでもない計量値には、数値の前に極性が付きます。 
 データの上位の不要なゼロはスペースになります。 
 安定時には単位を出力します。不安定時には単位を出力しません。 

 
 
 
 
 
 

ＭＴフォーマット 5if type 3 
 上記以外のフォーマットを使用したい場合選択してください。 

 データが負数の時のみ符号があります。 
 ２文字のヘッダがあります。 
 データの上位の不要なゼロはスペースになります。 
 １データの文字数は単位の文字数で変わります。 

 
 
 
 
 
 
 

ＮＵフォーマット 5if type 4 
 数値のみ出力するフォーマットです。 

 データは９桁（ターミネータを含まず）固定です。 
 極性１桁、数値８桁の構成です。 
 上位ゼロも出力します。 
 ゼロの場合、正極性です。 

 
 
 

ＣＳＶフォーマット 5if type 5 
Ａ＆Ｄ標準フォーマットのデータ部と単位部を「，」で区切ったものです。オーバ時も単位がつきます。 

内部設定を変更して計量値にＩＤナンバ、データナンバ、日付、時刻を付加する場合、それぞれがカンマで区切

られ計量値までが１つのデータになります。 

注意 ＧＦ－Ｋシリーズは、日付・時刻を付加できません。 
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ＩＤナンバ dout 5-id 1 
 天びんの識別番号です。７桁固定です。 
 
 

データナンバ dout d-no 1 
 データメモリ機能でメモリした計量値をＲＳ－２３２Ｃから出力するとき、その直前にデータナンバを付加する

ことができます。 
 データナンバは６桁（ターミネータを含まず）固定です。 
 ＣＳＶフォーマット選択時（5if type 5）「．」 は「，」になります。 

 
 
 

日付 dout 5-td 2または3 
 年／月／日の順番は設定によります。（「Cl adj」参照） 
 年は４桁で出力します。 
 
 
注意 ＧＦ－Ｋシリーズは、日付・時刻を付加できません。 
 

時刻 dout 5-td 1または3 
 ２４時間制です。 
 
 
注意 ＧＦ－Ｋシリーズは、日付・時刻を付加できません。 
 

風袋値、正味値（計量値） 
 あらかじめ設定された風袋値を読み出した場合は（データメモリ機能で風袋値を記憶する設定）、計量値の出力

に先立って風袋値を出力します。 

  風袋値 

  正味値 
 

比較結果 
 内部設定の設定項目「比較結果の付加（Cp-r）」を「1」に設定することにより、ＲＳ－２３２Ｃの出力デ

ータに比較データを付加できます。Ａ＆Ｄ標準フォーマット（type 0 ）を使用してください。 
 Ａ＆Ｄ標準フォーマットのヘッダの次に判定結果を付加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考 計量値にＩＤナンバ、データナンバ、日付、時刻を付加する場合の出力順序は、ＩＤナンバ、データナンバ、

日付、時刻、計量データです。 
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5-6. データフォーマットの出力例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CR LF

（プラスオーバ）

（マイナスオーバ）

オーバ時

単位コード

オーバ時

A&D
DP
KF
MT

安定時

不安定時

NU

グラム

キログラム

個数

パーセント

カラット

もんめ

比重（密度）

A&D
DP
KF
MT
NU

CR LF
CR LF

＋ ０ ０ ０ ０ １ ２ ． ７ CR LF

CR LF

CR LF

CR LF
CR LF

－ ０ ０ １ ８ ３ ６ ． ９ CR LF

CR LF

CR LF

CR LF
CR LF

＋ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ CR LF

CR LF

CR LF

CR LF
CR LF

－ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ CR LF

CR LF

　 　 ｇ ｇ

％

A&D DP KF MT

Ｓ Ｔ ， ＋ ０ ０ ０ ０ １ ２ ． ７ 　 　 ｇ

Ｗ Ｔ 　 　 　 　 　 　 ＋ １ ２ ． ７ 　 　 ｇ

＋ 　 　 　 　 ０ １ ２ ． ７ 　 ｇ

Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ． ７ 　 ｇ

Ｕ Ｓ ， － ０ ０ １ ８ ３ ６ ． ９ 　 　 ｇ

Ｕ Ｓ 　 　 　 　 － １ ８ ３ ６ ． ９ 　 　 ｇ

－ 　 　 　 １ ８ ３ ６ ． ９

Ｓ Ｄ 　 　 　 － １ ８ ３ ６ ． ９ 　 ｇ

Ｏ Ｌ ， ＋ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｅ ＋ １ ９

Ｅ

Ｈ

Ｓ Ｉ ＋

Ｏ Ｌ ， － ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ Ｅ ＋ １ ９

－ Ｅ

Ｌ

Ｓ Ｉ －

A&D
DP
KF
MT
NU

A&D
DP
KF
MT
NU

ｇ ｇ

スペース、20h。
キャリッジリターン、0Dh。
ラインフィード、0Ah。

CR
LF

％ ％ ％

Ｄ Ｓ Ｄ Ｓ Ｄ Ｓ Ｄ Ｓ

Ｐ Ｃ ｐ ｃ ｓ Ｐ Ｃ Ｓ

　 ｋ ｇ ｋ ｇ ｋ ｇ ｋ ｇ

Ｐ Ｃ

ｍ ｏ ｍ ｍ ｏ ｍ ｍ ｏ

　 ｃ ｔ ｃ ｔ ｃ ｔ ｃ ｔ

ｍ ｏ ｍ
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5-7. パソコンとの接続（データ通信ソフトウエア WinCT） 
 天びんのＲＳ－２３２Ｃインタフェースはパソコンと接続できるＤＣＥ（Data Communication Equipment）

です。接続に際しては、接続する機器の取扱説明書等を十分読んで接続し、使用してください。接続用ケーブ

ルは、モデム用または音響カプラ等との接続用として販売されているものを使用してください（ストレートケ

ーブル）。パソコンがＤＯＳ／Ｖで９ピンの場合、２５ピン（オス）／９ピン（メス）のストレートケーブル

を使用してください。 
 

データ通信ソフトウェア WinCT を用いての接続 
 ＷｉｎｄｏｗｓがＯＳのパソコン（以下ＰＣ）の場合、付属品のWinCT（ＣＤ－ＲＯＭ）を使用することで、

計量データを簡単にＰＣに転送できます。 
 「WinCT」の通信方法には、「RsCom」と「RsKey」との２種類あります。 
 WinCTのインストール方法などの詳細はWinCTの取扱説明書をご覧ください。 
 

「RsCom」 
 パソコン（ＰＣ）からのコマンドにより天びんを制御することができます。 
 ＲＳ－２３２Ｃを介し、天びんとＰＣとの間でデータの送信、受信が行えます。双方向通信が可能です。 
 送信、受信した結果をＰＣ画面上に表示したり、テキストファイルに保存したりすることができます。 
また、ＰＣと接続されているプリンタにそのデータを印字できます。 

 ＰＣの複数のポートそれぞれに天びんを接続した場合、各天びんと同時に通信できます。(多重実行) 
 他のアプリケーションと同時に実行が可能です。（ＰＣを占有しません） 
 天びんのＧＬＰ出力データもＰＣが受信することができます。 

 

「RsKey」 
 天びんから出力された計量データを他のアプリケーション(Microsoft Excel 等)に直接転送することができます。 
 表計算（Excel）、テキストエディタ（メモ帳、Word）などアプリケーションの種類は問いません。 
 天びんのＧＬＰ出力データもＰＣが受信することができます。 

 

「WinCT」を使用すること、次のように天びんを使用することができます。 
 計量データの集計 

 「RsKey」を使用すれば、計量データをExcelのワークシート上に直接入力できます。その後はExcelの機能によ

りデータの合計、平均、標準偏差、MAX、MINなどの集計、グラフ化ができますので、材料の分析や品質管理等

に便利です。 
 
 パソコン（ＰＣ）から各指令を出し、天びんをコントロール 

 「RsCom」を使用すれば、ＰＣ側から「リゼロ指令」や「データ取り込み指令」（コマンド）を天びんに送信

し、天びんをコントロールできます。 
 
 お手持ちのプリンタに天びんＧＬＰデータを印字、記録 

 天びんからのＧＬＰデータを、お手持ちのプリンタ（ＰＣに接続したプリンタ）に印字させることができます。 
 
 一定時間おきに計量データを取り込み 

 例えば１分間隔でデータを自動で取り込み、計量値の経時特性を得ることができます。 
 
 天びんのデータメモリ機能の活用 

 計量値を天びんに記憶しておき（天びんのデータメモリ機能を使用）、あとで一括してＰＣに転送しデータ処理

を行えます。 
 
 ＰＣを外部表示器として使用 

 「RsKey」の「テスト表示機能」を利用すれば、ＰＣを天びんの外部表示器として使用できます。（天びんはス

トリームモードにします）  
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5-8. コマンド 
コマンド一覧 
 天びんにコマンドを送るとき、コマンドに内部設定の［シリアルインターフェイス（ 5if ）］－［ターミ

ネータ（ Crlf ）］で指定したターミネータを付加してください。 
 
 計量値を要求するコマンド   内容 
Ｃ Ｓ，ＳＩＲコマンド解除を要求する 
Ｑ 即時、一計量データを要求する 
Ｓ 安定後、一計量データを要求する 
ＳＩ 即時、一計量データを要求する 
ＳＩＲ 即時、継続した計量データを要求する（繰り返し） 

 
 天びんを制御するコマンド   内容 （計量表示での機能） 
？ＣＮ 選択しているコンパレータのコードナンバを要求する。 
？ＨＩ コンパレータ上限値を要求する。 
？ＩＤ ＩＤナンバを要求する。 
？ＬＯ コンパレータ下限値を要求する。 
？ＭＡ 記憶した計量値データを全て出力する。 
？ＭＱｎｎｎ データナンバｎｎｎの計量値データを出力する。ｎｎｎは３桁の数値。 
？ＭＸ 記憶した計量値のデータ数を出力する。（最終データナンバ出力） 
？ＰＮ 選択している風袋値のコードナンバを要求する。 
？ＰＴ 風袋値を要求する。 
？ＳＮ シリアルナンバを要求する。 
？ＴＮ 機種名を要求する。 
？ＵＮ 選択している単位質量のコードナンバを要求する。 
？ＵＷ 単位質量値を要求する。 
ＣＡＬ CAL キー （内蔵分銅によるキャリブレーション） 
ＣＮ：ｍｍ 記憶しているコンパレータを読み出す。ｍｍは２桁の数値。 

ＨＩ：＊＊＊＊＊＊.＊ ｇ 
コンパレータ上限値を変更する。 はスペース。 
上限値を２０００．０ｇに設定するコマンド例： 
  ＨＩ：+００２０００．０ ｇ 

ＩＤ：＊＊＊＊＊＊＊ ＩＤナンバを変更する 

ＬＯ：＊＊＊＊＊＊.＊ ｇ 
コンパレータ下限値を変更する。 はスペース。 
下限値を１０００．０ｇに設定するコマンド例： 
  ＬＯ：+００１０００．０ ｇ 

ＭＣＬ 記憶したデータを全て削除する。 
ＭＤ：ｎｎｎ データナンバｎｎｎの計量値データを削除する。ｎｎｎは３桁の数値。 
ＯＦＦ 表示をＯＦＦする。 
ＯＮ 表示をＯＮする。 
Ｐ ON:OFF キー （表示のＯＮ，ＯＦＦ） 
ＰＮ：ｍｍ 記憶している風袋値を読み出す。ｍｍは２桁の数値。 
ＰＲＴ PRINT キー 

ＰＴ：＊＊＊＊＊.＊ ｇ 
風袋値を変更する。 はスペース。 
風袋値を１０００．０ｇに設定するコマンド例： 
  ＰＴ：+００１０００．０ ｇ 

Ｒ RE-ZERO キー （ゼロ表示） 
ＳＭＰ SAMPLE キー （最小表示切替） 
Ｕ MODEキー （単位切替） 
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 天びんを制御するコマンド   内容 （計量表示での機能） 
ＵＮ：ｍｍ 記憶している単位質量を読み出す。ｍｍは２桁の数値。 

ＵＷ：＊＊＊＊＊＊.＊ ｇ 
単位質量値を変更する。単位はｇのみ。 はスペース。 
単位質量を２０００．０ｇに設定するコマンド例： 
  ＵＷ：+００２０００．０ ｇ 

 「ＰＴ：」コマンドなど単位を付加するコマンドの場合、Ａ＆Ｄフォーマットの単位コード（３桁）で設定してください。 
 
 

＜ＡＫ＞コードとエラーコードの送出 
 天びんの内部設定の「シリアルインターフェイス（ 5if ）」－「ＡＫ、エラーコード（ erCd ）」

を「出力する（ 1 ）」に設定すると、全てのコマンドに対して必ず何らかの応答があり、通信の信頼性が向

上します。 

erCd 1の場合 
 データを要求するコマンドを天びんに送信したとき、天びんが要求されたデータを送出できない場合には、天

びんはエラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返します。天びんが要求されたデータを出力できる場合は、天びんは要

求されたデータを返します。 
 天びんを制御するコマンドを天びんに送信したとき、天びんがそのコマンドを実行できない状態にある

場合は、天びんはエラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返します。天びんが送られたコマンドを実行できる場

合は＜ＡＫ＞コードを返します。 
 次のコマンドはコマンド受信時だけでなく、処理終了時にも＜ＡＫ＞コードを返します。安定待ちエ

ラー等処理が正常終了しなかった場合、エラーコード（ＥＣ，Ｅｘｘ）を返し、この時は「ＣＡＬ」コマ

ンドでエラーを解除します。 
  ＣＡＬコマンド ＯＮコマンド Ｐコマンド （但し、内蔵分銅によるキャリブレーションを行う場合） 
  Ｒコマンド   （但し、表示をゼロにするリゼロ動作を行う場合） 

 ノイズ等により送信したコマンドが本来のものと変わってしまった場合や、通信上のエラー（パリティーエラー

等）が発生したときにもエラーコードを返します。そのときは再度コマンドを送信する等の処理が行えます。 
 ＜ＡＫ＞コードはＡＳＣＩＩコード06Hです。 
 
 

ＣＴＳ，ＲＴＳによる制御 
 天びんの内部設定の「シリアルインターフェイス（ 5if ）」－「CTS、RTSの制御（ Ct5 ）」の設定に

より、天びんは以下の動作を行います。 

Ct5 0の場合 
 天びんがコマンドを受信できる状態／できない状態に関わらず、ＣＴＳは常にＨｉにです。天びんはＲＴＳの状

態に関わらずデータを出力します。 

Ct5 1の場合 
 ＣＴＳは通常Ｈｉを出力します。コマンドを受信できない状態のとき（前回のコマンドの処理中などの場合）はＬ

ｏを出力します。また、天びんは１セットのデータを出力するとき、ＲＴＳの状態を確認し、ＲＴＳがＨｉならば

データを出力し、ＲＴＳがＬｏならばデータは出力しません。（出力しようとしたデータはキャンセルされます） 
 
 

関連する設定 
 天びんには、ＲＳ－２３２Ｃ出力に関連して内部設定の「データ出力（dout）」と「シリアルインタフェース

（5if）」があります。使用方法に応じて設定してください。 
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6.  アナログ出力（ＧＸ－０６Ｋ） 

6-1. 取付方法 
ＧＸ－０６Ｋは以下の手順で取り付けてください。 

 

１． ２つのネジを外して、標準装備のＲＳ－２３２Ｃボードを外します。 

 

２． ＲＳ－２３２Ｃボードから２本のケーブルを外します。 

 ロック付きのコネクタなので外す時は注意してください。 

 ケーブルは無理に引っ張らないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

３． ＧＸ－０６Ｋボードに２本のケーブルをコネクタに差し込みます。 

 

４． ゴムパッキンを間に入れて、ＧＸ－０６Ｋを天びんに差し込みます。 

 ＧＸ－０６Ｋのパネルをネジ止めします。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

  ＧＸ－０６Ｋを差し込むときに、ボードの上下の向きに注意してください。 

  スイッチ（Ｓ１）の位置はどちらでもかまいません。 

  ゴムパッキンは、深い溝がある面が天びん側です。 

 
 

手順１ 

手順２ 

ＲＳ－２３２Ｃボード

ロック付きのコネクタ

ケーブル

ネジ

ゴムパッキン 

手順３ 

手順４ 

ＧＸ－０６Ｋボード

ケーブル

ゴムパッキン 

ネジ

コネクタ

スイッチ（Ｓ１）
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6-2. アナログ出力（ＧＸ－０６Ｋ）の仕様 
アナログ出力部（ＧＸ－０６Ｋ） 

 出力インピーダンス １００Ω以下 
 直線性 ±０.３％以下 
 出力コネクタ ７ピン ＤＩＮコネクタ 
 ピン接続 出力.......７番ピン ＧＮＤ ......２番ピン 
 出力範囲 ０Ｖ～１Ｖ .........................スライドスイッチが「０Ｖ～」側のとき 
  ０.２Ｖ～１Ｖ ....................スライドスイッチが「０.２Ｖ～」側のとき 
 接続する機器の入力インピーダンス １０ｋΩ以上 
 

ピン配置 外観図 
ピンＮｏ． 内 容 

１ 無接続 
２ アナログＧＮＤ 
３ 発信ループ（カレントループ） 
４ 無接続 
５ 発信ループ（カレントループ） 
６ 無接続 
７ アナログ出力 
外周 ケース 

 

回路 
 
 
 
 
 

カレントループ出力部 
 詳細は「5-2. カレントループ出力（ＧＸ－０４Ｋ/ＧＸ－０６Ｋ）の仕様」を参照してください。 
 伝送方式 ２０ｍＡカレントループ（Ｐａｓｓｉｖｅ） 
 伝送形式 調歩同期式（非同期）、片方向（天びんからの出力のみ） 
 信号形式 ボーレート ６００，１２００，２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
  データビット ７ビット または ８ビット 
  パリティ ＥＶＥＮ、ＯＤＤ （データ長 ７ビット） 
   ＮＯＮＥ （データ長 ８ビット） 
  ストップビット １ビットまたは２ビット 
  使用コード ＡＳＣＩＩ 
  １キャラクタのフォーマット 
 
 
 
 
  カレントループを使用するためには、ＤＣ２０ｍＡを供給できる外部電源が必要です。 
  カレントループの最大定格電圧は２５Ｖです。 
 注意 ボーレート４８００ｂｐｓ以上では正しく通信できない場合があります。 

スパン ゼロ スライドスイッチ
０Ｖ～／０.２Ｖ～

スタートビット 
データビット

パリティビット 
ストップビット 

２０ｍＡ 

 ０ｍＡ 

１０Ω

２ピン

外周
７ピン 

アナログ出力 

アナログＧＮＤ
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6-3. 内部設定 
 天びんの内部設定 aout は本器が接続しているとき選択できます。 

aoutアナログ電圧出力 
分類項目 設定値 内容・用途 

 0 
２桁出力モード 
5elで選択した桁を最小桁として、連続２桁を電圧に変換して出力します。 

 1 
３桁出力モード 
5elで選択した桁を最小桁として、連続３桁を電圧に変換して出力します。 

 2 

ネット・フルスケール出力モード 
 正味重量がゼロのとき、０.０００Ｖを出力します。 
 フルスケールのとき、１.０００Ｖを出力します。 
 RE-ZERO  キーで表示をゼロにした場合、出力は０.０００Ｖとなります。 

an 
アナログ出力モード 

 3 

グロス・フルスケール出力モード 
 総重量がゼロのとき、０.０００Ｖを出力します。 
 フルスケールのとき、１.０００Ｖを出力します。 
 RE-ZERO  キーで風袋引きをしても、出力は変化しません。 
（但し、ごく軽い風袋の場合、天びんはゼロ点を変更することがあり、そ 
 の場合は出力が変化します。） 

 anのモードで出力する最小桁を選択します。（an = 0 又は 1 の場合に有効です）

 0 １桁目を最小桁として選択します。 
 1 ２桁目を最小桁として選択します。 
 2 ３桁目を最小桁として選択します。 
 3 ４桁目を最小桁として選択します。 
 4 ５桁目を最小桁として選択します。 

5el 
アナログ出力桁位置 

 5 ６桁目を最小桁として選択します。 
   は出荷時設定です。 
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設定例 
an 0 の場合 
  アナログ出力電圧（０～１Ｖ設定の場合） 
 5el 0 ０.６７Ｖ 
 5el 1 ０.５６Ｖ 
 5el 2 ０.４５Ｖ 
 5el 3 ０.３４Ｖ 
 5el 4 ０.２３Ｖ 
 5el 5 ０.０２Ｖ 
注意 上位の消えている桁はゼロと見なされます。 

 消えている最下位桁はゼロと見なされます。（ SAMPLE  キーにより最下位桁を消した場合） 

 
 
 
an 1 の場合 
  アナログ出力電圧（０～１Ｖ設定の場合） 
 5el 0 ０．５６７Ｖ 
 5el 1 ０．４５６Ｖ 
 5el 2 ０．３４５Ｖ 
 5el 3 ０．２３４Ｖ 
 5el 4 ０．０２３Ｖ 
 5el 5 ０．００２Ｖ 
 
 
 
an 2 または、an 3 の場合 
 

機種 フルスケール 
ＧＸ－８Ｋ ＧＸ－８Ｋ２ ＧＦ－８Ｋ ＧＦ－８Ｋ２  ８ｋｇ 
ＧＸ－１０Ｋ ＧＦ－１０Ｋ １０ｋｇ 
ＧＸ－１２Ｋ ＧＦ－１２Ｋ １２ｋｇ 
ＧＸ－２０Ｋ ＧＦ－２０Ｋ ２０ｋｇ 
ＧＸ－３０Ｋ ＧＸ－３２Ｋ ＧＦ－３０Ｋ ＧＦ－３２Ｋ ３０ｋｇ 

 
 
例 ＧＸ－２０Ｋで２ｋｇを表示しているとき、 

an 2 の出力電圧は、０.１Ｖです。（ただし、スライドスイッチが「０Ｖ～」側の場合） 
 
 １.０００Ｖ X ＝０.１００Ｖ 
 
注意 フルスケール出力モードでのフルスケールとは上記の表の値を指します。 

従って、計量値によっては１.０００Ｖを越える場合がありますのでご注意ください。 
 
 
例 ＧＸ－２０Ｋで２１ｋｇを表示している時の出力電圧は、１.０５Ｖです。 
 
 １.０００Ｖ X ＝１.０５Ｖ 
 

２ｋｇ

２０ｋｇ

２１ｋｇ

２０ｋｇ
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6-4. 出力電圧の切り替え 
 オプションパネル面のスライドスイッチを切り替えること

により、出力電圧範囲を変えることができます。出荷時は

「０Ｖ～」の設定になっています。 
 
  「０Ｖ～」の設定（０～１Ｖ）： 

ゼロ ０.０００Ｖ フルスケール時 １.０００Ｖ 
 
  「０.２Ｖ～」の設定（０.２～１Ｖ）： 

ゼロ ０.２００Ｖ フルスケール時 １.０００Ｖ 
 
 
 
 
 
 

6-5. 出力電圧の微調整 
 出力電圧は工場出荷時に調整されていますが、パネル部分

の「ZERO」と「SPAN」の微調整ボリュームにより、電圧

計を用いて出力電圧を微調整することができます。 
 
 
 
 
 

調整方法 
１  ON:OFF  キーで表示オフにしてください。出力電圧が

ゼロ点の状態になります。電圧計の指示値が０.０００Ｖ

（スライドスイッチ「０Ｖ～」側の設定）または、０.２００Ｖ

（スライドスイッチ「０.２Ｖ～」側の設定）になるように「ZERO」

のボリュームを調整してください。 

 

２  PRINT  キーと   SAMPLE  キーを押しながら  

ON:OFF  キーを押すと機能選択と初期化のモードにな

ります。この時、出力電圧１Ｖが発生します。この状態

で、電圧計の指示値が１ .０００Ｖになるように、

「SPAN」のボリュームを調整してください。 

 

３ 正しい電圧出力になるまで手順１と２を繰り返します。 

 

スライドスイッチ

「０Ｖ～」 「０.２Ｖ～」

GX-06K 

２ピン、－端子

７ピン、＋端子

SPAN ボリューム ZERO ボリューム

出力０Ｖ（０.２Ｖ）となる表示

出力１Ｖとなる表示 
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6-6. 出力電圧が固定となる場合 
以下の場合、出力電圧は固定されます。 
１ 表示オフ状態、キャリブレーション中など、計量状態でないとき０Ｖ（または０.２Ｖ）が出力されます。 
 
２ リゼロ動作中、グロス・フルスケール出力モード（an 3）のとき、直前の出力が保持されます。 

an 0、an 1、an 2のとき、０Ｖが出力されます（スライドスイッチ「０.２Ｖ～」設定のときは０.２Ｖ）。 
 
３   -e   表示（マイナスオーバ表示）のとき、０Ｖが出力されます（スライドスイッチ「０.２Ｖ～」設定

のときは０.２Ｖ）。 
 
４    e   表示（オーバ表示）のとき、設定により次の電圧が出力されます。 
 
 
 
例    e   表示のときの、出力電圧。（ただし、スライドスイッチが「０Ｖ～」設定のとき） 
 

機種 an 2 または、an 3
ＧＸ－８Ｋ ＧＸ－８Ｋ２ ＧＦ－８Ｋ ＧＦ－８Ｋ２ １.０１３Ｖ 
ＧＸ－１０Ｋ ＧＦ－１０Ｋ １.０１０Ｖ 
ＧＸ－１２Ｋ ＧＦ－１２Ｋ １.０００Ｖ 
ＧＸ－２０Ｋ ＧＦ－２０Ｋ １.０５０Ｖ 
ＧＸ－３０Ｋ ＧＸ－３２Ｋ ＧＦ－３０Ｋ ＧＦ－３２Ｋ １.０３３Ｖ 

 
 
 
 


